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サステナブル建築事例集／一般社団法人日本建設業連合会 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します 

Q3. 1. 生物環境の保全と創出（高い緑化率、従前従後の生物調査、生物の生息域の確保） 

Q3. 2. まちなみ・景観への配慮（周辺環境への調和、街並みの形成、風景の継承） 

Q3. 3. 地域性・アメニティへの配慮（地域へ開放した防災広場や認可保育施設を計画） 

A. 環境配慮デザイン B. 省エネ・省CO2技術 C. 各種制度活用 D. 評価技術／FB 

E. リニューアル F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産・施工との連携 

I. 周辺・地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他 
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新築 

集合住宅 

プレミスト湘南辻堂 

発注者 
大和ハウス工業株式会社、株式会社神奈川中央交通、 
株式会社長谷工コーポレーション 

設計･監理 株式会社長谷工コーポレーション 
HASEKO Corporation 

施工 株式会社長谷工コーポレーション 

PREMIST shonan tsujido 

所在地 神奈川県藤沢市 

竣工年 2021 年 

敷地面積 35,058㎡ 

延床面積 14,223㎡ 

構造 RC造一部S造 

階数 地上14階建1棟、地上13階建1棟 

設計担当者 

統括：大石高久／建築：神谷健志／ランドスケープ：長野順一／共用デザイン：毛利俊彦／構造：奥本拓也／設備：荒木伸博、木村健一郎 

生物調査・アドバイザー：株式会社プレック研究所 
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自治体提出 

※B敷地 

湘南の豊かな自然環境を取り込むランドスケープ 
計画地は辻堂駅から徒歩9分に位置し、土地区画整理事業
の２つ区画に計914戸の集合住宅を計画している。辻堂駅
周辺は湘南C-Xを始め、市民・企業・行政が一体となった
再開発による新しいまちづくりが進む地域である。 
 
本計画は、一団地認定制度を用い、周囲に開いた半円形の
芝生広場のオープンスペースや敷地外周の壁面後退および
緑豊かな景観づくりを行うことで、一団地認定を取得し、
道路をまたいで一体的なまちづくりを計画した。 
 
ランドスケープは、敷地全体で芝生広場で表現した湘南の
海ゾーンと雑木林の湘南の森ゾーンを中心に、湘南の自然
を表現した。中央のメインストリートには四季それぞれで
表情の違うヒトツバタゴ並木を設け、敷地の角にはサクラ
やモミジの広場をつくることで、季節を感じられる景観づ
くりを行った。 
 
また、地域の自然環境や周辺でみられる動植物を調査し、
誘引可能な動物種の検討を行い、それに必要な植物等を考
慮した樹木の選定、ビオトープ等のランドスケープの計画
を行うことで、いきもの共生事業所認定（ABINC認証）を
取得（平成29年2月）し、周辺環境との調和・生物多様性
のための環境づくりを行った。 
 
敷地外周には歩道空間と健康遊具を配置したウォーキング
コースを設定し、計画建物内部には共用室にアリーナやフ
ィットネススタジオを設けることで、住むことで健康にな
れる街をコンセプトに環境を整備した。また、ウェアラブ
ルデバイスによるウェルネスサポートをとりいれ、ハード
面とソフト面の双方によるウェルネスサポートを計画して
いる。 

■湘南の自然と四季を表現したランドスケープ計画 

■芝生広場の湘南の海ゾーンイメージ 

■生物を呼び込むビオトープイメージ 

■ヒトツバタゴ並木のメインストリートイメージ 

生態系ネットワークの創出 

湘南の森 
ゾーン 

ビオトープ 

湘南の海 
ゾーン 

冬の広場 

春の広場 秋の広場 

夏の広場 

ヒトツバタゴ 
並木 

ウォーキングコース 

Ａ敷地 Ｂ敷地 

科名 種名 

アゲハチョウ アオスジアゲハ、ナミアゲハ 

シジミチョウ ベニシジミ、ヤマトシジミ 

ジャノメチョウ ヒカゲチョウ、ヒメウラナミジャノメ 

シロチョウ スジグロシロチョウ、モンシロチョウ 

セセリチョウ チャバネセセリ、イチモンジセセリ 

タテハチョウ キタテハ、ヒメアカタテハ 

目名 科名 種名 

ハト ハト キジバト 

キツツキ キツツキ コゲラ 

スズメ 

モズ モズ 

カラス ハシブトガラス 

シジュウカラ シジュウカラ 

ヒヨドリ ヒヨドリ 

ウグイス ウグイス 

メジロ メジロ 

■ 藤沢市内の樹林地周辺で多く見られる 
  蝶類・鳥類 

また地域に根ざした植生の
創出のため、高中木の80％
以上、低木・地被・生垣の
50％以上を在来種とする緑
化計画とした。また、生物
の棲みかを緑地内に設け、
生息環境を計画した。 

計画地周辺は、周辺約1,000m圏内には
地域の緑の拠点を形成する城南斜面緑
地や日枝神社等のまとまりのある緑地
を有する環境拠点が存在する。本計画
では、生物生息環境に資する植栽等の
環境整備を通して、これら環境拠点と
連携し、計画地周辺に生物を呼び込む
ことを目指している。 
 
現地調査および「藤沢市自然環境実態
調査（平成23年度から平成25年度）」
より、計画地周辺の動物の生息状況を
踏まえ、整備に向けた市民に馴染みが
あり、識別の容易な種を対象に指標生
物を設定し、それらの生物の生息に役
立つ環境整備を行う計画とした。 

計画地 

500ｍ 

1000ｍ 

日枝神社 

城南斜面緑地 

■ 1,000ｍ圏内の環境拠点 

■目標とする指標生物 

■計画地及び周辺の調査で確認された生物 
（調査日：平成28年3月12日、6月6日） 

シジュウカラ モズ ハクセキレイ ツグミ メジロ 

アオスジ
アゲハ 

ベニシジミ キジバト コゲラ モズ シジュウ 
カラ 

常緑高中木 クスノキ、スダジイ、モチノキ、ネズミモチ、モッコク、サカキ、ユズリハ 
落葉高中木 コナラ、ハゼノキ、ミズキ、ヤマザクラ、エゴノキ、ムクノキ、クヌギ、カキ 
常緑低木 サザンカ、トベラ、ツゲ、ヤブコウジ、ツルマサキ 

落葉低木 
イボタノキ、サンショウ、ニシキギ、ムラサキシキブ、マユミ、ツタ、ウグイスカグラ、ガマズミ、ハマボウ、 
ミツバウツギ、アケビ、ノブドウ 

草本類 オカトラノオ、アザミ類、イチゴ類 

■指標生物に対応した食餌植物・訪花植物の設定 
種別 記号 種名 在来種種別 H C W 数量 単位 在来種数 備考

R アラカシ 在来種 2.5 株立 5 本 5
KS60 シラカシ 在来種 6.0 0.5 4 本 4
KS50 シラカシ 在来種 5.0 0.4 1.8 8 本 8
KS40 シラカシ 在来種 4.0 株立 11 本 11
KS35 シラカシ 在来種 3.5 株立 10 本 10
SD30 シロダモ 在来種 3.0 株立 2 本 2
MT30 モチノキ 在来種 3.0 0.2 1.0 11 本 11
EK60 エノキ 在来種 6.0 0.4 1 本 1
OZ40 オオシマザクラ 逸出種 4.0 0.2 1.8 1 本
SSR60 サルスベリ（赤） 園芸種 6.0 0.5 1 本
ZK60 雑木類※1 在来種 6.0 0.4 株立 8 本 8
ZK50 雑木類 在来種 5.0 0.3 株立 3 本 3
ZK40 雑木類 在来種 4.0 株立 10 本 10
ZK30 雑木類 在来種 3.0 株立 3 本 3

Z 雑木類 在来種 2.5 株立 9 本 9
MK50 ムクノキ 在来種 5.0 1 本 1
YZ60 ヤマザクラ 在来種 6.0 0.6 1 本 1

a アオキ 在来種 1.5 1.0 3 本 3
X カクレミノ 在来種 2.0 株立 2 本 2

落葉中木 J イロハモミジ 在来種 2.0 株立 1 本 1
アセビ 在来種 1.0から1.2 7 本 7 低木大株
トキワマンサク 園芸種 1.0から1.2 7 本 低木大株
セイヨウシャクナゲ 園芸種 1.0から1.2 7 本 低木大株

樹木合計 116 本 100
86.2%

b

在来種比率

常緑高木

落葉高木

常緑中木

低木

※1　雑木類：コナラ、クヌギ、リョウブ、イヌシデ、アカシデ等

種別 記号 種名 H C W 数量 単位 在来種面積 備考
Ti キンメツゲ生垣　※２ 園芸種 2.5 31.4 ｍ2 3.0本/m
Hi ヒイラギモクセイ生垣　※２ 園芸種 1.8 0.6 14.6 ｍ2 2.5本/m

Bi ベニバナトキワマンサク生垣　※２ 園芸種 2.0 30.9 ｍ2 3.5本/m
フイリアオキ 園芸種 14.1 m2
アオキ 在来種 14.1 m2 14.1
マホニアコンヒューサ 園芸種 14.1 m2
ヒイラギナンテン 園芸種 14.1 m2
ガクアジサイ 園芸種 14.1 m2
ヤツデ 在来種 14.1 m2 14.1
タマリュウ 園芸種 5.2 m2
ヘデラグレーシャー 園芸種 5.2 m2
キチジョウソウ 在来種 5.2 m2 5.2
フイリヤブラン 園芸種 5.2 m2
クサソテツ 在来種 5.2 m2 5.2
ヒメシャガ 在来種（希少種） 5.2 m2 5.2
ヤブコウジ 在来種 5.2 m2 5.2
アオキ 在来種 32.8 m2 32.8
マンリョウ 在来種 32.8 m2 32.8
ヤマツツジ 在来種 32.8 m2 32.8
ナンテン 園芸種 32.8 m2
ヒサカキ 在来種 32.8 m2 32.8
ヤマブキ 在来種 32.8 m2 32.8
ムラサキシキブ 在来種 32.8 m2 32.8
キチジョウソウ 在来種 9.8 m2 9.8
ヤブラン 在来種 9.8 m2 9.8
ヤブコウジ 在来種 9.8 m2 9.8
ジャノヒゲ 在来種 9.8 m2 9.8
シュンラン 在来種 9.8 m2 9.8
ヤマユリ 在来種 9.8 m2 9.8
オオバジャノヒゲ 在来種 9.8 m2 9.8
シャガ 野生化 9.8 m2
ヘデラ類 園芸種 9.8 m2
クサソテツ 在来種 9.8 m2 9.8
キチジョウソウ 在来種 0.3 m2 0.3
フイリヤブラン 園芸種 0.3 m2
フッキソウ 園芸種 0.3 m2
フジバカマ 在来種（希少種） 0.3 m2 0.3

fa フイリアオキ 園芸種 0.6 0.4 60.0 m2 6株/m2
ヨシ 在来種 2.0 m2 2.0 4pot/m2
ガマ 在来種 2.0 m2 2.0 4pot/m2
スイレン 園芸種 1.0 m2 4pot/m2

sr スイレン 園芸種 5.0 m2 4pot/m2
sb コーライ芝 園芸種 ベタ貼り 56.3 m2

植え込み面積 653.2 m2 328.8
50.3%

※２　生垣は、0.6ｍ幅で面積算出

在来種比率

生垣

低木・地被

ksf

kse

ckb

wp

地域に根ざした植生の創出 

水の棲みか 

石の棲みか 

木の棲みか 鳥の巣箱 

■生き物の棲みかの仕掛け 

■中高木の在来種比率 

■地被･低木･生垣の在来種比率 

■ABINC認証書 

■芝生広場の湘南の海ゾーンイメージ ■建物外観イメージ 

■湘南の自然と四季を表現したランドスケープ計画 


